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　提案のとおり取り組む 事業に係る予算額 平成２３年度 平成２４年度

　提案のようには取り組めない（１０へ）

　提案とは違う改革改善に取り組む（１１へ） 千円 千円

【見直しに関するまとめ】

コミュニティ活動の推進

コミュニティ活動の支援

暮らしよい豊かな地域社会と清らかな水
と緑のある生活環境都市をめざして
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１０ 提案のように取り組めない理由

36 9

地域活動やコミュニティ活動のリーダーを養成するとともに、知識の向上を図るための場の提供をする。また、講習会を通じて
参加者の交流を図ることにより、地域のコミュニティ活動を推進する。

コミュニティのリーダー育成の目的として、花づくりに関連した内容が主体となってきた。

人気のある講座については、開催回数の増加を求められている。

コミュニティスクール
平成22年度　初心者菊づくり教室全8回延46人、クズバフジのかご作り講習会28人　花めぐりウォーキング78人
平成23年度　平成22年度同様に実施。初心者菊づくり教室7回延50人、クズバジのかご作り2月開催予定、花めぐりウォーキン
グ６８名

統廃合・連携の可能性の検討

　事業を一定期間休止する

　事業を民間に委託する

１２ 総合判定（ヒヤリング後に事務局が記入）

事業の成果を検証し、今後のあり方について、他の事業との統合や連携の可能性を含めて、事業内容の変更を検討する。

地域におけるコミュニティ活動のリーダー育成を目的とし、団塊の世代をターゲットした事業である。現在は、（菊づくり教室、ク
ズバフジのかご作り、花めぐりウォーキングを開催し）生涯学習事業としての要素が強く、あきる野ルピア主催事業や公民館事
業の寿大学、健康課における健康づくり市民推進委員の地区活動と統合できる事業内容である。

１１ 提案とは違う改革改善の内容（取組内容とその効果・予算額等）

７ 事務局からの提案

８ 提案理由

９ 提案に対する担当課の取組

　事業を廃止する

　他の事業と統合する

  【今後の方向性】

　規模を縮小して継続する

　現状維持のまま継続する

　事務処理方法等を改善する

　コミュニティ教育推進事業のうち、菊づくり教室とクズバフジのかご作り講習会は、コ
ミュニティ活動のリーダー育成という所期の目的が達成できたため、廃止する。
　なお、花めぐりウォーキングは、オープンガーデン事業とあわせて実施することがそ
の目的達成のためには効果的であることから、花いっぱい運動推進事業として、継続
して実施する。

６ 事務事業の方向性（改革改善に係る担当課への指示等）

コミュニティ活動のリーダーの育成と知識習得の場の提供

５ ２２年度の実績及び２３年度の改革改善内容

３ 事務事業を取り巻く環境（対象者や根拠法令等）の変化等

４ 市民、議会、事業者、利害関係者等からの意見・要望等

２ 事業概要


